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機械器具３２医療用吸引器 

管理医療機器 電動式可搬型吸引器 36616030 
 

卓上型吸引器 ＢＭ－１２００Ｗ－２ 
ＴＰ－２３８ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
【形状・構造及び原理等】 

形状・構造 

①運転スイッチ ②真空計 ③吸引圧調整ダイヤル ④補助ボトル
２２一式 ⑤吸引ボトル１２００ｍＬ一式 ⑥吸引チューブ  
⑦カテーテル（別途購入品） 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
原理 
モーターの回転運動が、回転軸に取付けたピストンロッドにより往復

運動に変換される。ダイヤフラムが往復することでポンプ室に陰圧が
発生し、その陰圧を利用することで連続的に吸引を行う。 

 
定格 

電源電圧：AC100V 50/60Hz 
電源入力：50VA 
吸 引 圧：-80kPa±10% 

排気流量：22L/min±15% 
電撃に対する保護の形式：クラスⅡ機器 
電撃に対する保護の程度：Ｂ形装着部（本製品はカテーテルを装備し

ていません） 
本製品は EMC 規格 JIS T 0601-1-2:2018 に適合しています。 
 
使用環境条件 

周囲温度範囲 +10～+35℃ 
相対湿度範囲 30～75％（非結露） 
 

【使用目的又は効果】 

外科手術時、救急時等に血液、体液、脂肪等の吸引に用いること。 
 
【使用方法等】 
1)構成品を接続してください。 

※カテーテルは気管支吸引用カテーテル（一般的名称）を推奨します。 
2)運転スイッチがＯＦＦであることを確認し、電源プラグをコンセン 
トに接続してください。 

3)運転スイッチをＯＮにすると吸引が開始されます。 
4)吸引圧の調整は、真空計を確認しながら吸引圧調整ダイヤルを回し 

てください。 

5)吸引を行ってください。 

〔使用後の処理〕 

1)水を吸引し吸引チューブ内の吸引物を除去してください。 
※吸引ボトルに空きがない場合は、吸引物を捨ててから行ってくだ 
さい。 

2)運転スイッチをＯＦＦにし、電源プラグをコンセントから外してくだ 
さい。 

3)吸引物を捨て、お手入れを実施してください。 
 
【使用上の注意】 
・構成品、オプション品を接続する場合は、その互換性、安全性を確 

認した上で使用してください。 

・本器は、ＥＭＣ（電磁両立性）規格 JIS T 0601-1-2:2018に適合し 
ておりますが、周囲の強い電磁波（携帯電話や無線機の電波、他の
機器との近接、静電気、落雷等）により正常に作動しない場合があ

ります。その場合は、設置場所の変更、他の機器との近接回避、運
転スイッチをＯＦＦにして電源プラグを外し、再作動させるなどの
処置をしてください。 

・本器は安定した水平な場所に設置してください。 
 
【保管方法及び有効期間等】 

保管方法 
水のかかる場所、高温多湿の場所、直射日光の当たる場所には保管し
ないでください。 
 
輸送及び保管環境条件 
周囲温度範囲 -20～+60℃ 
相対湿度範囲 10～95％（非結露） 
 
耐用期間 
６年（自己認証による） 

※消耗品は定期的に交換してください。 
 
【保守・点検に係る事項】 
使用者による保守点検事項 
・使用前に本体が清潔であることを確認する。 

・使用前に破損や汚れがないことを確認する。 
・使用前に作動することを確認する。 
業者による保守点検事項 

・一年毎に破損や汚れがないことを確認する。 
・一年毎に作動することを確認する。 

 
洗浄・消毒 

※吸引ボトル１２００ｍＬ一式、カテーテル差し（ＰＣ）、補助ボト
ル２２一式、吸引チューブ、連結ホースに限る。 

1)分解して洗浄してください。 

2)消毒の際は、下記の条件をお守りください。 
3)洗浄・消毒後は乾燥させ、正しく組み立て正常な働きが得られるよ 
うにしてください。 

 
[推奨薬剤] 

・次亜塩素酸ナトリウム 

・グルコン酸クロルヘキシジン 

・塩化ベンザルコニウム 

※薬剤の取扱いは、薬剤の取扱説明書等をお読みください。 

※消毒により部品の寿命は変動することがあります。 

※両性界面活性型外用殺菌消毒剤等の薬液は使用しないでください。 
 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
ブルークロス株式会社 

ＴＥＬ：０４９－２４３－９９３９ 
www.bluecross-e.co.jp 
 
販売業者（販売店） 

【禁忌・禁止】 

・採血、脂肪吸引には使用しないでください。 
・吸引ボトルに薬剤を入れたまま保管しないでください。 
・異なる機種の構成品を接続して使用しないでください。 

【警告】 

・放熱できなくなるため、換気口はふさがないでください。 
・使用状況によって、本体の一部（上面）の温度が最大５６℃にな
ります。火傷を生じることがあるため、熱いと感じたら触らない

でください。 
［使用方法］ 
・使用前に機能テストを行い、正常な作動を確認してください。 

・使用後は電源プラグをコンセントから外してください。 

取扱説明書を必ずご参照ください。 

 

 

  

 

 

 
 


